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研究成果の概要（和文）： 

 本研究の成果は、小笠原諸島および新島・式根島の観光に関わる文献や資料を収集し、適正収

容力の算出に関わる一連の観光状況を把握し、分析に取りかかれたことであった。小笠原諸島で

は多くの報告書や論文等が存在するが、それらの資料の継続性はほとんどなかった。つまり、算

出上必要なモニタリングの報告や、研究の引き継ぎ等は限られていた。一方、サーフィンの盛ん

な新島では、文献や資料の多くが社会学的な報告にとどまり、こちらも観光の状況を継続的にモ

ニタリング等されているものはみられなかった。 

 本研究の究極的な目的はそれぞれの事例を用いて、適正収容力の算出を行うことであった。本

研究ではその目的に対する資料の収集や目処を立てることができたが、分析は未だ途中であり、

完全には終了しなかった。そのため、今後は分析等を継続していく。 

 
研究成果の概要（英文）： 

     The one of the results of this research was to understand the situation of tourism 

by collecting the materials and documents related to the tourism of Ogasawara Islands 

and Niijima Island and Shikinejima Island. Papers and reports for calculating the carrying 

capacity are founded many at the sites, but there was little continuity of the materials 

for them. In other words, reporting and monitoring necessary for the calculation and 

takeover of the study was limited. 

     The ultimate goal of the research is creating the system of calculation of carrying 

capacity using at the tourism sites. It can be possible to make a prospect by collection 

of data in the present study in the research. However, the analysis is still in the middle, 

was not fully completed. Therefore, the analysis will be continued in the near future. 
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１．研究開始当初の背景 

 本研究は近年盛んになってきたエコツー

リズムを取り上げ、観光客の流入によって自

然環境がどの程度破壊されるのかを調べる

ものであった。また、それに対して、対応策

を作成するための指標となるような適正収

容力（観光客数の制限人数）を設定し、かつ

その設定のフレームワーク（手順）を構築す

ることを目標としていた。また、それは社会

的にも必要とされていた事項であった。 

 
２．研究の目的 

 本研究の究極的な目的は、適正収容力の算

出フレームを構築することであった。また、

それが自然環境や観光客の属性が異なる地

区であっても摘要可能なフレームとするこ

とで、事例となる地域以外にも役の立つもの

にすることを念頭に置いていた。さらには、

その構築によって、共通した基準において自

然観光地を比較する事ができ、それは地理学

の学問的な発展にも寄与するものであると

考えられた。 

 
３．研究の方法 
 本研究の手順は①これまでの適正収容力
に関する議論と研究の総括、②フレーム構築
に向けた適正な事例地の選択、③事例地にお
ける資料・文献等の収集、④資料・文献等を
基にした分析の 4段階で実施する予定であっ
た。2 年間の計画においては１年目に①から
③まで、２年目に④を行う予定であった。ま
た、適宜、学会発表や論文の投稿を行う予定
であった。 
 
４．研究成果 

 本研究の成果は、小笠原諸島および新島・

式根島の観光に関わる文献や資料を収集し、

適正収容力の算出に関わる一連の観光状況を

把握し、分析に取りかかれたことであった。

小笠原諸島では多くの報告書や論文等が存在

するが、それらの資料の継続性はほとんどな

かった。一方、サーフィンの盛んな新島では、

文献や資料の多くが社会学的な報告にとどま

り、こちらも観光の状況を継続的にモニタリ

ング等されているものはみられなかった。 

 本研究の究極的な目的に対する資料の収集

や目処を立てることができたが、分析は完全

には終了しなかった。上記の研究方法（手順）

でみると、③までは終了したが④の途中で終

わってしまった状況である。そのため、今後

も分析等を継続していく。 
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